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たもので，序論，本文 5 章より成っている O
序論では本研究の意義および、目的について述べている。
第 1 章では，酸素量が極端に少ない条件下での溶融金属による固体酸化物のぬれ挙動を明らかにする
ため，水素雰囲気中において溶融Fe-Co ， Fe-Ni , Ni -Co合金による A1 2 0 3 のぬれを実験的に検討し，
溶融金属を介して水素によってA1 2 0 3が解離する条件下では，低酸素分圧下においても固体酸化物側
から溶融金属への物質移動が起こればぬれ性が増大することを明らかにしている。






















2 )各種溶融金属に対する酸素の表面過剰量より Kozakevitch の吸着モデルを検討し，溶融金属表面の
酸素の吸着状態を推定するためにこのモデルが有用なことを明らかにするとともに，酸素を含む溶融金
属表面はその金属の最低級酸化物の単分子層で覆われていると推論している。
3) 溶融金属-酸素合金と固体酸化物聞の反応によって界面に生成される反応層は溶融金属の最低級酸
化物と固体酸化物の中間相を生成するタイプと全率屈溶体を生成するタイプに大別でき，いずれの場合
も生成層内の陽イオンの相互拡散が反応層の成長を律速していることを明らかにしている。
以上のように本論文は，酸素を含む溶融金属と固体酸化物聞のぬれ及び、反応について明らかにしたも
ので，その成果は治金工学に貢献するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと
認める。
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